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（令和 7年６月１３日発表）  

世界銀行東京ラーニングセンター（TDLC）の 

パートナーシップに関する表敬訪問について 
 

◆ アピールポイント 

・静岡市が長年取り組んできた治水対策の経験・知見は、２０２４年５月インドネシア・ 

バリで開催された「世界水フォーラム」で巴川の取組が紹介されるなど、国際的な  

注目を集めています。 

・人口規模が類似する開発途上国の都市開発に役立つモデルとして世界銀行グループ

（※）から高い評価を受け、このたび、世界銀行東京開発ラーニングセンター（TDLC）

から、都市連携プログラム（CPP）への参加についての依頼文書を手渡します。 
※世界銀行グループとは 

1945 年に設立された国際的金融機関で、主に開発途上国への低利貸付や無利子融資、  

贈与、技術協力、ナレッジシェアリング等を開発途上国に提供しています。東京開発ラーニング

センター（TDLC）は日本政府と世界銀行による信託基金で、日本の都市の知見を共有する 

活動を行っています。 

・アジアで唯一、「SDGs ハブ都市」に選定されている静岡市は、さらなる国際連携を 

進めていきます。                                【市長の出席 有】 

◆ 概  要 

【都市連携プログラムの概要】 

・開発途上国の都市開発を支援するため、ワークショップ等を通して、日本の知見

を共有するプログラム 

・現在、福岡市・広島市・北九州市・神戸市・京都市・富山市・横浜市の７都市が

参画 

【静岡市の協力分野】 

・「洪水対策」「その他まちづくり分野」 

【主な協力内容】 

・2026年前半、ワークショップへの参加や静岡市の洪水対策の視察を予定 

・その後 ワークショップ・イベントへの継続参加 

【静岡市の取組が評価された点】 

・遊水地や学校・公園などの既存施設を活かし、大規模インフラに頼らない点 

・協議会を設置するなど、地域住民の理解と協力を得ながら取り組んでいる点 

◆ 日  時 

日時：2025年６月 19日（木）午前 11時 30分～12時 

場所：静岡市役所 静岡庁舎 新館８階 市長応接室 

出席者：世界銀行 プラクティスマネージャー 

Angelica Nunez（アンヘリカ・ヌニェス）氏 

     静岡市長 難波 喬司 

次第：出席者挨拶、書簡（依頼文書）手交式、フォットセッション 

 

別紙資料  無 
当日は、ぜひ取材をお願いします！ 

 

【お問合せ】 

◆総合政策局 企画課 移住・ＳＤＧｓ推進係  

(静岡庁舎１２階) 

◆担当：萩原、渡邊 

◆電話：054-221-1022 


